
　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
年
々
伸

び
、
そ
れ
に
伴
い
癌が

ん

に
罹り

か
ん患
す
る

方
が
増
加
し
、
現
在
3
人
に
１
人

が
癌
で
死
亡
し
て
い
ま
す
。

　

肝
臓
癌
に
よ
る
死
亡
は
、
年
間

３
万
5
千
人
に
達
し
よ
う
と
し
て

お
り
、
死
因
統
計
に
よ
る
と
、
男

性
で
は
肺
癌
、
胃
癌
に
次
い
で
第

３
位
、
女
性
で
は
第
４
位
を
占
め

て
い
ま
す
。
ほ
か
の
胃
癌
や
肺
癌

な
ど
と
異
な
り
、
肝
臓
癌
の
８
割

以
上
は
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
が
原
因
で

発
症
し
ま
す
。
特
に
そ
の
中
で
も

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
肝
臓
癌
患

者
の
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
治
療
は

肝
臓
癌
を
予
防
す
る
重
要
な
も
の

と
な
り
ま
す
。

　

Ｃ
型
肝
炎
は
従
来
非
Ａ
非
Ｂ
型

肝
炎
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、

１
９
８
９
年
ウ
イ
ル
ス
が
発
見
さ

れ
、
そ
の
後
診
断
お
よ
び
治
療
が

飛
躍
的
に
進
歩
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
は
Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
型
と
５
種
類
の

肝
炎
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
慢
性

化
す
る
ウ
イ
ル
ス
は
Ｂ
と
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

　

日
本
で
は
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
キ
ャ
リ
ア
ー
は
約
１
３
０
～
１

５
０
万
人
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

キ
ャ
リ
ア
ー
は
約
１
５
０
～
２
０

０
万
人
存
在
す
る
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
感
染
経
路
は
血
液
感
染

で
す
。
輸
血
や
今
問
題
の
血
液
製

剤
、
針
を
変
え
ず
に
使
用
し
た
注

射
な
ど
で
感
染
が
起
こ
り
ま
す
。

　

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

起
こ
る
と
、
約
3
割
の
方
は
治
癒

し
ま
す
が
、
残
り
の
7
割
の
方
が

持
続
感
染
し
、
慢
性
肝
炎
へ
と
移

行
し
ま
す
。
慢
性
化
す
る
と
ウ
イ

ル
ス
が
自
然
消
失
す
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
そ
の
後
肝
炎
が
進

行
し
て
20
～
30
年
の
経
過
で
肝
硬

変
、
肝
臓
癌
へ
と
進
行
し
ま
す
。

　

肝
硬
変
で
は
、
食
道
静
脈
瘤

り
ゅ
う

破

裂
に
よ
る
吐
血
や
肝
不
全
（
お
腹

に
水
が
た
ま
る
、
黄お

う
だ
ん疸
が
出
る
な

ど
）
を
来
し
ま
す
。

　

肝
臓
の
一
部
を
採
取
し
て
組
織

を
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
検
査
を
行

な
う
と
、
繊
維
化
の
程
度
（
Ｆ
０

～
Ｆ
４
）
と
炎
症
の
程
度
（
Ａ
０

～
Ａ
３
）
が
分
か
り
ま
す
。
Ｆ
０

は
繊
維
化
な
し
、
Ｆ
１
は
少
し
繊

維
化
が
あ
る
、
Ｆ
２
は
中
等
度
の

繊
維
化
が
あ
る
、
Ｆ
３
は
肝
硬
変

の
一
歩
手
前
の
状
態
、
Ｆ
４
が
肝

硬
変
と
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

肝
炎
が
進
行
す
る
と
、
肝
癌
の

発
生
率
は
、
Ｆ
０
～
Ｆ
１
で
年
率

０
・
５
％
、
Ｆ
２
で
１
～
２
％
、

Ｆ
３
で
３
～
５
％
、
Ｆ
４
で
は
７

％
と
増
加
し
ま
す
。
こ
れ
は
Ｃ
型

肝
炎
が
原
因
で
肝
硬
変
に
な
っ
た

方
が
１
０
０
人
い
る
と
す
る
と
、

年
間
７
人
の
方
が
肝
臓
癌
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
10
年
間
で
は

70
人
と
大
部
分
の
方
に
肝
臓
癌
が

発
症
す
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
治
療
と
し
て
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ロ
ン
（
Ｉ
Ｆ
Ｎ
）
療
法
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
従
来
の
Ｉ
Ｆ
Ｎ
単

独
６
カ
月
治
療
で
は
、
ウ
イ
ル
ス

が
消
失
す
る
割
合
（
Ｓ
Ｖ
Ｒ
）
は

3
割
く
ら
い
で
し
た
。
ど
の
よ
う

な
症
例
に
効
果
が
あ
り
、
ど
の
よ

う
な
症
例
に
効
果
が
な
か
っ
た
の

か
を
調
べ
て
み
る
と
、
ウ
イ
ル
ス

量
と
遺
伝
子
型
が
大
き
く
関
係
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
Ｉ
Ｆ
Ｎ
治
療
を
行
う

場
合
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
量
と

遺
伝
子
型
（
ジ
ェ
ノ
タ
イ
プ
）
を

調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
遺
伝

子
型
は
世
界
で
１
～
６
の
タ
イ
プ

が
存
在
し
ま
す
が
、
日
本
で
は
、

ほ
と
ん
ど
が
１
ｂ
型
、
２
ａ
型
、

２
ｂ
型
で
、
そ
れ
ぞ
れ
70
％
、
20

％
、
10
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
Ｉ
Ｆ
Ｎ
が
効
き
や
す
い
の

は
、
ウ
イ
ル
ス
量
が
少
な
い
症
例

で
す
。
遺
伝
子
型
で
は
２
ａ
型
、

２
ｂ
型
が
Ｉ
Ｆ
Ｎ
に
対
し
て
感
受

性
が
高
く
、
１
ｂ
型
は
効
き
に
く

い
タ
イ
プ
で
す
。

　

日
本
人
に
多
い
ジ
ェ
ノ
タ
イ
プ

１
ｂ
型
で
高
ウ
イ
ル
ス
量
の
症
例

が
一
番
問
題
に
な
り
ま
す
。
そ
の

後
の
医
療
の
進
歩
で
、
現
在
の
Ｃ

型
慢
性
肝
炎
に
対
す
る
世
界
標
準

治
療
は
ペ
グ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

・
リ
バ
ビ
リ
ン
併
用
療
法
で
す
。

　

こ
の
治
療
を
行
う
と
、
Ｃ
型
慢

性
肝
炎
の
全
体
で
約
70
％
、
ジ
ェ

ノ
タ
イ
プ
２
型
で
80
～
90
％
、
ジ

ェ
ノ
タ
イ
プ
１
ｂ
型
高
ウ
イ
ル
ス

量
例
で
も
約
50
％
（
48
週
投
与
）

の
Ｓ
Ｖ
Ｒ
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

ウ
イ
ル
ス
消
失
が
遅
い
症
例
は
、

48
週
投
与
か
ら
72
週
投
与
も
可
能

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｆ
Ｎ
治
療
で
も
ウ
イ
ル
ス
が

排
除
で
き
な
い
一
部
の
方
は
、
肝

機
能
（
Ａ
Ｓ
Ｔ
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
上

昇
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る
よ
う
な

治
療
を
行
い
、
肝
硬
変
へ
の
進
行

を
予
防
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
肝
臓
癌
の
発
症
を
早
期
に

発
見
す
る
よ
う
、
定
期
的
に
腹
部

超
音
波
検
査
や
Ｃ
Ｔ
検
査
を
行
う

こ
と
も
重
要
で
す
。

　

肝
炎
に
対
す
る
Ｉ
Ｆ
Ｎ
治
療
は

そ
の
後
の
肝
硬
変
、
肝
臓
癌
へ
の

進
行
を
防
止
で
き
ま
す
。
治
療
に

必
要
な
医
療
費
は
医
療
保
険
が
適

用
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
高
額

の
医
療
費
が
か
か
る
た
め
治
療
開

始
が
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇

さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
昨
年
４
月
か
ら
、

国
の
『
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療

の
医
療
費
助
成
制
度
』
が
始
ま
り

ま
し
た
。
税
負
担
額
に
よ
っ
て
月

１
～
５
万
円
の
自
己
負
担
額
と
な

り
、
治
療
が
行
い
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
保
健
所
に
書
類
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
詳
し

く
は
各
医
療
機
関
の
窓
口
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
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